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　８月15日（金）にお盆恒例の成人式が山村開発センター大ホー
ルで行なわれ、対象者19人中12人（男性６人・女性６人）が出
席されました。
　厳粛に式典が行なわれる中、森本村長式辞に続き、辻議長、中
西教育委員長から温かい祝福の言葉が贈られました。
　このあと、成人者を代表して
森本彩香さんが、「今日まで見
守ってくれた地域の方々、先

生、家族に感謝し、これからは社会人の一員として鋭意努力して
いきたい」とお礼の言葉を述べられました。
　記念撮影の後は懇親会に移り、同級生や恩師の方々と懐かしい
時間を過ごしました。また、思い出の写真をプロジェクターで紹
介し、それぞれ思い出に浸りました。

20歳の抱負
〇今までお世話になった方たちへ恩返しをしたい。
〇自分らしさを見失わない人間になりたい。
〇しっかり仕事をして、家庭を持つ。
〇たくさん知識を身に付け、いろんな人と出会い将来につなげたい。
〇あんな大人になりたいと思われるような人間になりたい。

あなたにとって天川村とは？
〇誰に対しても自慢できる場所。　　〇とても大切な場所、楽しい場所。
〇一番落ち着ける、あたたかいところ。　　〇たまに帰りたくなる癒しの場所。
〇“素”を出せるところ。　　〇なごむ場所。ふるさと。

　「20歳の抱負」「あなたにとって天川村とは？」は、新成人からいただいたアンケートより抜粋
させていただきました。

ご成人おめでとうございます。

　ご成人されました皆さん、本当におめでとうございます。これからの人生を、精一杯歩んで
いってください。また、いつでもこのふるさと天川村に帰ってきてくださいね！

村長挨拶

森本彩香さん　成人代表謝辞

梅山和幸さん　記念品贈呈

乾　杯 懇　親　会
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　「トイレの神様」のヒット曲で知られる植村花菜さんを招いてコンサートを開催します。なんと今
回のステージでは地元の天川中学校音楽部の皆さんとのコラボレーションもあります。
　一人でも多くお越し下さいますようお願いします。
　なお、チケットは９月８日（月）から役場総務課で発売いたしますのでお早目にご購入下さい。
　定員になり次第締め切らせて頂きます。
　　　　　日　　時　平成26年９月26日（金曜日）
　　　　　開　　場　午後６時30分　　開　　演　午後７時００分
　　　　　開催場所　山村開発センター　大ホール
　　　　　参 加 費　１,０００円　　　申込み先　役場　総務課　☎６３－０３２１

　９月は、「高齢者保健福祉月間」です。近年、高齢化、少子化が急速に進み、大きな社会問題とな
っています。本村においても65才以上の高齢者人口が全人口の42％を超えています。高齢者が生き
がいをもち、健康で安心して生活できる長寿社会をつくるためには、国民一人一人が高齢者の問題を
自分自身のものとして身近に理解し、家庭、地域社会、職場、学校等あらゆる場面で、適切に役割を
果たして行くことが必要です。このような観点から、この月間中に本村においても下記のとおり社会
福祉大会を開催します。みなさんお誘いあわせてご参加下さい。
　◆日　時　９月11日（木）午前10時から
　◆場　所　山村開発センタ－　大ホ－ル
　65歳以上の方に簡単な昼食を用意しています。
　午後は漫才等の余興を予定しておりますのでお楽しみ下さい。

洞川温泉及び天の川温泉ご利用の場合、各駐車場の駐車
料金は「１時間無料」となります。

９月13日（土） 　※１時間延長：全施設
　　受付は午後８時30分まで（９時閉館）９月14日（日）

９月の３連休特別営業について

植村花菜コンサート開催のお知らせ

社会福祉大会の開催について

≪９月の予定≫
＊３連休の初日・２日目は「１時間延長」営業

　おひとりでも多くのご利用をお待ちしております！
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防災 てんかわ
第26回
◆ 地域の自主防災活動の報告 ◆

　８月３日（日曜日）午前７時45分から、沖金区主催の
避難訓練が実施されました。
　避難を呼びかける区内放送が流れると、約10分で不在
等の方を除く区民全員が沖金地区集会所に集まり、地区役
員が避難者名簿で逃げ遅れた方がいないかを確認しまし
た。
　区長の和泉惠克さんは「沖金区では初めての避難訓練だ
ったが、みんなで協力してうまく避難してくれたと思いま
す。『自分の命は
自分で守る』とい
う 気 持 ち に な っ
て、台風などの際
に は 各 自 で 考 え
て、危なくなる前
に避難するように
しましょう」と挨
拶されました。

　８月３日（日曜日）午後１時から、中越区主催の避難訓練が
実施されました。
　午後１時に避難準備情報が防災行政無線から流れると、ご高
齢の方などは地区の方の車に乗せてもらい、天川村山村開発セ
ンターに避難されました。
　また、午後１時30分に避難勧告の放送が流れると、区民の
方々は各自避難所に避難されました。
　中西泰彦区長は「最近は集中豪雨など過去にない災害が相次
いでいるので、いろんなことに備えておく必要があります。今
日はＡＥＤの使い方について、防災士の方に教えてもらおうと

思います。」と挨拶され
ました。その後、防災士
（奈良県安全安心まちづ
くりアドバイザー）の柏
田勝幸様、高木忠雄様の
ご指導により、参加され
た方は２班に分かれてＡ
ＥＤの使用方法について実技訓練を行いました。

沖金地区避難訓練を実施しました（８月３日）

中越地区避難訓練を実施しました（８月３日）
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　８月７日（木曜日）午後１時から、川合区主催による避
難訓練が実施されました。
　午後１時30分に防災行政無線の戸別受信機から避難勧告
の放送が流れると、区民の方々はそれぞれの手段で天川村
山村開発センターに避難されました。
　川合区長の吉田勝さんは「今日はこれから消防署の方か
ら三角巾を使った救急固定の方法を習いますが、訓練とは
いえ、みなさん真剣に取り組んでください」と挨拶されま
した。
　訓練に参加された区民は、奈良県広域消防組合 下市消防
署 天川分署の職員の指導のもと、一人ひとりが三角巾を使
って熱心に止血術や固定術を習いました。
　さらに、奈良県砂防課 深層崩壊対策室の方から、土砂災
害警戒情報のしくみや早期避難の重要性などについて資料
を用いて説明をいただき、台風など大雨の際には早めに避
難をすることを確認しました。
　また、奈良県防
災統括室の方から
は、地区主催によ
る様々な自主防災
活動について、話
をしていただきま
した。

　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）とは、心室
細動を起こした人に電気ショックを与えるこ
とで、正常なリズムに戻すための医療機器の
ことです。
　心室細動を起こした場合、処置が１分遅れ
るごとに10％ずつ救命率が低下するとも言
われており、できるだけ早く電気ショックを
行うことが必要となります。
　天川村内でＡＥＤを設置している施設等
は、右表のとおり（平成26年８月現在、天
川村役場調べ）となっています。

川合地区避難訓練を実施しました（８月７日）

地区名等 設 置 施 設 名

洞川地区
洞川中学校、洞川地区公民館、
天川村立体育館、
洞川温泉センター、龍泉寺宿坊

中央地区

天川村役場、天川小学校
天の川温泉センター、天川幼稚園
天川中学校、ほほえみポート天川
消防署（救急車）

西部地区 ふるさとセンターつどい
天川薬湯センターみずはの湯

※その他、関西電力の施設にも設置しています

村内のＡＥＤ設置場所について
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◇天川村では、大規模地震の発生に備えた安全な地域づくりのため第一歩として地震時において倒壊して避難路等を
ふさぎ避難、救助、消火等の活動の妨げとなる危険性の高い木造住宅の、耐震診断（無料診断）事業を実施します。
　つきましては、下記のとおり耐震診断を受けたい方の募集を行います。

記

　天川村民有林間伐促進事業とは、間伐事業に要する費用の一部を村が単独で補助する事業のことです。申請につ
いては、役場産業建設課にある申込書に記入のうえ提出してください。

◆補助金を申請できる者
　① 申請者は、森林所有者であること。（施業請負者による申請は不可）
　② 申請者は、村が徴収する税金、使用料等を完納していること。
　③ 地上権が設定された山林においては、地上権者が申請者となります。

本事業の実施は平成24～26年度の予定です。
問合せ先　　天川村役場　産業建設課　農林係　☎63－0321　内線（132,133）

耐震診断方法
・一般診断法
（注）補強箇所等が詳細に判明する精密診断ではありません。改修工事を行う際は、別途精
密診断が必要となります。

耐震診断費用 ・無料（診断費用全額（45,000円）を村が負担します）

対 象 建 築 物

・次の全ての要件に該当する建築物であること
①．昭和56年以前に建築された住宅
（注）住宅：一戸建て住宅、長屋、共同住宅（店舗兼用住宅）
②．構造：木造で在来軸組構法
③．延べ床面積：250平方メートル以下
④．階数：２階以下（地下は除く）

対 象 者 ・原則として、上記の対象建築物を所有する方
　ただし、診断結果により著しく耐震強度が無い場合、早急に耐震補強工事が可能である方。

募集受付期間 平成26年９月１日（月）～平成26年12月19日（金）
午前８時15分～午後５時まで（土、日、祝日は除く）

募 集 戸 数 ３戸

必 要 書 類

1．天川村既存木造住宅耐震診断事業申請書（第1号様式）
2．対象建築物の所有が確認できる書類
3．対象建築物の建築時期が確認できる書類
4．対象建築物の位置図、住宅の外観写真
5．その他

問 合 せ 先 詳細につきましてはお問い合わせ下さい。
役場産業建設課　住宅係　☎６３－０３２１（内線１３０）

対象となる山林条件 補助対象となる事業内容 補　　助　　額

① 間伐面積
　０.１ha以上５ha以下
② 林齢
　11年生以上
　　　～60年生以下

間伐施業
（間伐率３０％以上）
※皆伐は対象外です。

切捨間伐　１ha当たり
５０，０００円
限度として補助する。

搬出間伐
伐採した材の元玉（長さ3m以上）
を搬出したもの。

搬出間伐　１ha当たり
９０，０００円
限度として補助する。

※ 天川村内の人工林で、過去５年
以内に間伐が行われていないこ
と。

※ 切捨間伐及び搬出間伐を補助対
象とします。

※ 補助額は、施業実施面積に対し
て１haあたりの単価を乗じ算定
したものとする。

申請の締め切りは平成26年10月31日となります。

既存木造住宅耐震診断事業の実施について

天川村民有林間伐促進事業のお知らせ
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　森林には、林産物の供給、災害の防
止、自然環境の保全、水源のかん養等
の多面的機能があります。しかし、近
年、木材利用量が減少するとともに、
手入れが行き届かずに放置される森林
が増え、森林の持つ様々な機能が損な
われつつある状況です。
　このために、奈良県では、県内の
森林の状況や県産木材の魅力、それを利用する意義などについて広く知っていただくため、今年度より、毎
年10月を「奈良の木づかい運動推進月間」と定め、県、市町村、その他関連団体などとの連携のもと、Ｐ
Ｒ活動を県下全域で展開します。
　ぜひ、この期間中に「奈良の木」に触れてみませんか。　　　　　　　　　　　　産業建設課　農林係

10月は「奈良の木づかい運動推進月間」です。

　たくさんの皆様から多大なご寄附を賜り、心から御礼申し上げます。
　平成25年度中に皆様からいただきました、寄付金の内訳及び基金の取り崩し結果をご報告させていただ
きます。
　平成18年よりスタートした山癒の里寄附金制度については、先人達が守り続けてきてくれた郷土の歴史や
伝統、そして豊かな自然環境を今後も守り続け癒されそして生きる事の喜びを得る村づくりを、自然や天川を
愛する人々の参加により、この寄附を通じて新たな住民参加型の地方自治の実現を目指したものであります。
　平成25年度は26件、797,100円で、預金利子の301円と併せて、合計797,401円のご寄附をいただき
ました。当初からの累計寄附金合計は、8,364,906円となっています。

《平成25年度の事業別・寄附者地域別の集計について》

※平成25年度基金取り崩し額 ……………………2,100,000円
　【内訳】・観音峯丸太柵設置工事………………1.200,000円
　　　　　・大峯奥駈道倒木処理工事…………… 600,000円
　　　　　・弥山周辺植生調査…………………… 300,000円
　◎平成25年度末の基金現在高 …………………5,622,579円

天川村山癒（やまゆ）の里寄附金について

①（自然）豊かな
森を守る事業

②（文化）景観の
保全事業

③（人）住民むら
づくり事業 指定なし 合　　計

金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 人数
天川村 110,000 2 10,000 1 120,000 3 3

エコミュージ
アムセンター
自然観察会

16,100 8 16,100 8 ―

奈良県
（除く天川村）

51,000 4 20,000 2 30,000 1 30,000 1 131,000 8 8

大阪府 400,000 2 40,000 2 30,000 1 470,000 5 5
京都府 50,000 1 50,000 1 1
千葉県 10,000 1 10,000 1 1
合　計 587,100 17 60,000 4 120,000 4 30,000 1 797,100 26 18
運用益 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
基金計 ― ― ― ― ― ― ― ― 8,364,906

今後も皆様の温かいご支援をお待ちし
ております。
お問い合わせ・申し込みは、地域政策
課までお願いします。
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　毎年好評をいただいております運動機能向上教室、今年も９月より開催します！専門指導員による体操や
ストレッチを行なうことにより、運動不足の解消や、日常生活を行なう上での身体能力を高めます。みなさ
まのご参加をお待ちしています！

　認知症予防の一環として、毎年好評を頂いております「脳のトレーニング教室」を開催しますので、みな
さまふるってご参加ください。
●「脳のトレーニング教室」は、こんな教室です●
　♪週１回の教室で、仲間との会話と学習を楽しみます。
　♪教室のない日も毎日約10分程度でできる自宅教材があります。
　♪脳の活性化に効果のある「簡単な計算」「読み書き」教材を使用するため、
　　気軽に取り組んでいただけます。

　お子さま同士の遊び場に、また保護者の方の交流の場に、皆さんふるってご参加下さい。皆さまのお越し
をお待ちしています！

　※参加対象・・・生後４ヶ月～幼稚園入園前までの親子
　※持 ち 物・・・タオル・お茶等
　　　　　　　　　（詳しくは、後日郵送しますご案内をご確認ください）
　※送迎を希望される方は、前日までにご連絡ください。

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっきりとせず
不安のある方など、どなたでもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となっておりますので、予約
制です。また、定員に達し次第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

☆運動機能向上教室のお知らせ

☆うさちゃんくらぶのご案内

☆脳のトレーニング教室のお知らせ

○参加対象：　天川村に住民票がある65歳以上の人。
○開催日時：　９月19日（金）～翌年３月までの毎週金曜日　10時30分～12時
○会　　場：　ほほえみポート天川　２階
○お申込み：　ほほえみポート天川内健康福祉課までお電話にてお申込み下さい。

○参加対象：　天川村に住民票がある65歳以上の人。お１人で会場まで通える方。
○開催日時：　９月下旬～翌年３月までの毎週金曜日
　　　　　　　９時30分～12時　※お１人の学習時間は30分程度です。
○会　　場：　ほほえみポート天川　２階
○参加費用：　毎月　500円
○お申込み：　ほほえみポート天川内健康福祉課までお電話にてお申込ください。
※９月19日に、参加者説明会の開催を予定していますので、参加を希望される方は説明会に
　ぜひご出席下さい。（申込み後、詳しいご案内をさせていただきます。）

日　　程 時　　間 会　　場 内　容 申込み

９月10日（水） 10：30～12：00 ほほえみポート天川 製作　わんぱく遊び 不要

☆心の健康相談会のご案内

開催日：９月18日（木）　　　　　会　場：ほほえみポート天川
内　容：個別相談（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）
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検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110

　介護をされている方を対象に、理学療法士によるリハビリ相談会を開催します。ご家族の介護をされている
方の動作介助（立ち上がり、歩行、着替え等）のお悩み、補助具の選び方や正しい使い方等について、理学療
法士の先生に直接ご相談いただけます。利用を希望される方は、ほほえみポート天川までお気軽にご連絡くだ
さい。詳しくご案内させて頂きます。
日　程：　９月18日（木）
場　所：　ほほえみポート天川　２階　機能訓練室
※ ご利用には、事前のお申し込み、提出いただく書類等が必要ですので、
　必ずご連絡くださいますようお願い致します。

　これまで、任意予防接種であった水痘（水ぼうそう）ワクチンが10月１日から定期予防接種に加わることに
なりました。
　なお、接種対象になる方には個別でお知らせいたします。

☆リハビリ相談のご案内

☆10月１日～水痘ワクチンの定期接種が始まります

○接種回数　：　２回
○対象月齢　：　１回目　　生後12月～生後15月までの間
　　　　　　　　２回目　　１回目接種後６月～12月まで経過した時期

※なお、これまで任意で接種された回数も考慮して接種回数が決まります。
　また、水痘を発症したことがある方はすでに免疫を持っているので接種する必要はありません。
※ 平成26年度のみ特例として３歳の誕生日当日～５歳の誕生日前日までの方も定期接種の対象と

することとしています。この場合は１回のみの接種となります。

■日　時　　平成26年10月９日（木）
　　　　　　午前10時30分から午後３時30分
■場　所　　天川村保健福祉総合センター（ほほえみポート天川）
■ 　奈良県高田こども家庭相談センターでは、児童に関する種々の相談及び指導を目的とした１日児童相談所

を開設します。相談はすべて無料です。また、個人の秘密は固く守られますので、相談を希望される方は気
軽にお越し下さい。
■相談内容等
　１．親の死亡、離婚、入院、その他の家庭事情で、子どもの面倒がみられないといった相談。
　２．発達の遅れや、身体の不自由など心身の障害に関する相談。
　３．盗み、怠学、家出、夜遊び、シンナー遊び、性非行等の相談。
　４．内気、反抗、無気力、落ち着きがないなど性格に関する相談
　５．不登校（園）の相談。
　６．その他育児、しつけ、学業不振の相談。

１日児童相談所の開設について
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　　　 国保診療所・ほほえみポート天川 　・ごみ収集　９月の予定表

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日　（秋分の日）

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 火 診　　察 検 査 日  燃　焼

 17 水 診　　察 診　　察  資源１

 18 木   診察（松村医師）  診察（西尾医師）  不　燃

 19 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 20 土 

 21 日 

 22 月 診　　察 診　　察  燃　焼 

 23 火 　

 24 水 診　　察 診　　察  

 25 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 26 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 27 土 

 28 日 

 29 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 30 火 診　　察 検 査 日  資源１

脳トレーニング教室（説明会）
運動機能教室　10：30～

粗　大
（予約）

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳トレーニング教室（説明会）
運動機能教室　10：30～

リハビリ相談会　9：00～
心の健康相談会
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　　　 国保診療所・ほほえみポート天川

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

　・ごみ収集　９月の予定表

閉　　　　館　　　　日　（敬老の日）

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 1 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 2 火 診　　察 検 査 日  資源１

 3 水 診　　察 診　　察  

 4 木   診察（松村医師）  診察（西尾医師）  不　燃

 5 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 6 土 

 7 日 

 8 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 9 火 診　　察 検 査 日  資源１

 10 水 診　　察 診　　察 うさちゃんくらぶ　10：30～ 

 11 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 12 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 13 土 

 14 日 

 15 月 

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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　第３回の天川村おみやげ大賞を実施してから５年。
　あれから天川村名物となる新たな商品の開発が進むなか、再度、地場産品の発掘と新たな商
品の開発を促すことにより、再度村民の皆さんの優れた才能を発掘し、意欲を高めることを目
的に『天川村おみやげ大賞』を開催します。

≪食品の部門≫　・　≪工芸の部門≫　・　≪自由課題の部門≫
（１）天川にふさわしい料理・お菓子・民芸品等であること。
（２）天川村において商品化を目的としているもの。
（３）各部の応募商品数については１人１点とする。
（４）�応募書類については、地域政策課にて用意しております。提出していただいた書類に

ついては、主催者に寄与するものとし応募者には返品いたしません。

　平成26年９月１日（月）～平成26年12月26日（金）午後５時まで

◎各部門のおみやげ大賞グランプリ　・・・　全ての部門から１点
　賞金（５万円）と表彰状
◎各部門の大賞　・・・　各部門１点
　賞金（２万円）と表彰状
◎各部門の入賞作品　・・・　各部門２点
　賞金（１万円）と表彰状
◎すべての出品作品
　天川名品の登録認定書の発行

　出品作品については、天川村ホームページ等にて商品の紹介がされます。
　出品作品は、天川村おみやげ大賞登録認定リストに搭載し、紹介します。

お問合せ：地域政策課　☎６３－０３２１

第４回 天川村おみやげ大賞
☆事業目的☆

☆事業内容☆

☆募集期間☆

☆表　彰☆

☆参加商品のPR☆
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　今年の７月７日は、大峯奥駈道が世界遺産に登録されて10年になります。これを記念して講演会
を洞川エコミュージアムで開催しました。講師に大峰山寺「昭和の大修理」の際に自ら発掘調査を行
われた橿原考古学研究所所長の菅谷文則先生をお招きし、山の考古学から見た大峯山の魅力について
お話いただき、その後、山上ヶ岳歴史博物館へ移動し、展示物について説明いただきました。山上ヶ
岳歴史博物館も菅谷先生監修のもと展示されおり、講演会に来られた50名の参加者のみなさんは、
先生の話に耳を傾けていました。とても貴重な時間を過ごすことができました。

　７月12～13日（１泊２日）に18人の参加者と近畿の最高峰
「八経ヶ岳」登山＆大峯の自然観察を開催しました。あまり知ら
れていませんが、天川村内の大峯奥駈道は「ユネスコ世界遺産」
に認定される前から「ユネスコエコパーク」に認定されていま
す。この地の植物学の第一人者である奈良教育大学生物学教室教
授の松井淳先生を講師にお迎えし、楽しい解説を受けながら登山
しました。
　１日目は、台風一過の快晴で約４時間かけて本日の宿泊先であ
る弥山小屋を目指しました。オオヤマレンゲの開花時期であるた
め弥山小屋で宿泊する方も多く、とても賑やかでした。夕食後は
松井先生に、鹿の食害や地球温暖化の影響による植生の変化が動
植物の生物多様性の低下や土砂崩れの誘発など様々な問題と今後
の課題について講義を受けました。
　２日目は、朝からあいにく
の悪天候ではありましたが、
八経ヶ岳を目指し、途中、防
鹿柵で保護されたオオヤマレ
ンゲの繁茂を見ることができ
ました。また、松井先生に自
然再生に向けての取り組みに
ついてもお話いただきました。

大峯奥駈道世界遺産登録10周年記念講演会

大峯奥駈道世界遺産登録10周年記念事業
近畿の最高峰「八経ヶ岳」登山＆大峯の自然観察



1�

　平成26年度「差別をなくす村民集会」が７月11日（金）山村
開発センター大ホールで開催され、大変暑い日でしたが115名
の村民が参加されました。
　毎年７月は「差別をなくす強調月間」としてあらゆる差別の
撤廃に向けた運動が展開されております。その中で毎月11日は
「人権を確かめ合う日」として奈良県市町村同和問題啓発活動
推進本部連絡協議会により提唱され活動が展開されており、本
集会もその一環として開催いたしました。
　森本靖順村長の開会挨拶の後、奈良県知事よりのメッセージ
の朗読。天川村議会より辻茂議長と吉野郡（東）人権同和教育
推進協議会植林友衛会長よりご祝辞を頂きました。
　記念公演は、ラジオ関西でキャスターもなされている露の団
六さんにお越し頂いて、「人生楽しく明るく朗らかに」と題し
て落語と講演の２部構成でお話しいただきました。
　「気の持ちよう」「心の持ちよう」違った視点で物事を考え
れば、問題が問題ではなくなる、人々が支え合い、助け合い
「明るく楽しく朗らかに」に生きる事で、豊かな暮らしを実現
させ、そのことが人権を尊び、差別の無い明るい天川村に繋が
っていくとの内容でありました。
　集会を通して、もともと絆の深い天川村にあって、隅々まで光が届き、村民一人一人が輝く思いやりにあ
ふれた村社会の実現により、あらゆる差別の撤廃を目指す思いを参加者それぞれが認識していただけた事と
思います。

　老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）は、20歳から60歳になるまでの40年間保険料を納めなけれ
ば、満額の年金を受け取ることができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付済期間が40年間に満たない場合は、60歳から65歳
になるまでの間に国民年金に任意加入して保険料を納めることにより、満額に近づけることができます。
　なお、老齢基礎年金を受けるためには、保険料の納付済期間や保険料の免除期間等が原則として25年以
上必要となりますが、この要件を満たしていない場合は、70歳になるまで任意加入することができます。
（ただし、昭和40年４月１日以前に生まれた方に限られます。）
　また、海外に在住する日本国籍を持つ方も、国民年金に任意加入することができます。詳しくは、役場ま
たは年金事務所にお問い合わせください。

日本年金機構・天川村

差別をなくす村民集会

ご存知ですか？国民年金の任意加入制度

① ② ③ ④
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　本村は気温が低く、子ども達が水と親しむ期間
が短いため、水泳技術の向上を目的に、８月４日
から８月７日まで、天川小学校に講師の先生を招
いて短期水泳教室を開催しました。

　天候にも恵まれ、３日間プールにて練習する事
が出来ました。参加した子ども達は、水泳の基礎
を丁寧に教えていただき、かなり上達していまし
た。

短 期 子 ど も 水 泳 教 室 開 催

社　協　だ　よ　り
　７月に設立された、シルバー人材センターの初仕事です。
　社協会長や発注先の地域政策課長が発足の挨拶などをし、安全祈願の下初めての仕事にかかりました。
　村民の皆様からのお仕事の依頼をお待ちしております。
　お仕事の依頼は天川村社会福祉協議会内天川村シルバー人材センターへ
　会員も募集しております。
お問い合わせ　☎６３－９１１２
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▼
募
集
種
目
（
一
次
試
験
）

　

①
防
衛
大
学
校
一
般
採
用
試
験
（
前
期
日
程
）

　

②
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
部
医
学
科

　

③
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
部
看
護
学
科

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
受
付
期
間
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９
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５
日
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金
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ら
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30
日
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火
）
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切
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必
着
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日
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平
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26
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11
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８
日（
土
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び

　
　

９
日（
日
）

　

②
平
成
26
年
11
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１
日（
土
）及
び

　
　

２
日（
日
）

　

③
平
成
26
年
10
月
18
日（
土
）

▼
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験
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場

　
�

航
空
自
衛
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奈
良
基
地
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変
更
に
な
る

　

場
合
が
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り
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す
。
）

▼
試
験
種
目
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①
（
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語
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数
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、
社
会
、
国
語
）

　
　

※
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ー
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・
記
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②
（
国
語
、
数
学
、
外
国
語
、
理
科
）

　
　

※
択
一
式
・
記
述
式

　

③
（
国
語
、
外
国
語
、
数
学
、
理
科

　
　

及
び
小
論
文
）

▼
二
次
試
験

　

①�

平
成
26
年
12
月
上
旬
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定
（
口
述
試

験
、
身
体
検
査
）
※
細
部
は
、
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月
28

日（
金
）
の
一
次
試
験
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格
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表
後
に

ご
案
内
し
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す
。

　

②�

平
成
26
年
12
月
中
旬
予
定
（
口
述

　
　

試
験
、
小
論
文
、
身
体
検
査
）
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細
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、
12
月
３
日
（
水
）
の
一
次
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に
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し
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す
。
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成
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11
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29
日
（
土
）
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（
日
）
（
口
述
試
験
等
）

　

※�

細
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、
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月
14
日
（
金
）
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次

　
　

試
験
合
格
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表
後
に
ご
案
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し
ま
す
。�

　

※
卒
業
時
に
学
士
を
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得
し
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す
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�

卒
業
後
は
、
自
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隊
病
院
や
舞
台
な
ど

で
保
健
師
・
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護
師
で
あ
る
幹
部

　
　

自
衛
官
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。
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詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
３
７
︱
０
０
０
４

　

五
條
市
今
井
五
丁
目
一
︱
一
二

　

サ
ン
タ
ウ
ン
２
階

　

�

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條
地
域

　

事
務
所

　

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
３
７
８
９

　
　
　
　
　
　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　

平
成
二
十
六
年
第
一
回
天
川
村
議
会
臨
時

会
が
、
七
月
十
六
日
に
招
集
さ
れ
開
会
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
期
に
つ
い
て
は
七
月
十
六
日
の
一
日
間

と
定
め
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て
閉
会
し

ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

承
認
事
項

～
契
約
の
締
結
～

◇�

村
道
広
瀬
塩
谷
線
災
害
防
除
工
事
に
か
か

る
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▽�

村
道
広
瀬
塩
谷
線
災
害
防
除
工
事
に
か
か
る

請
負
契
約
の
締
結
に
関
す
る
も
の
で
す
。

推
薦
事
項

◇�

天
川
村
農
業
委
員
会
の
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て

▽
天
川
村
大
字
洞
川
二
八
三
番
地

　

赤
井　

憲
彦　

氏

▽
天
川
村
大
字
沖
金
一
一
二
番
地

　

堀
口　

善
昭　

氏

▽
天
川
村
大
字
沢
原
九
九
番
地

　

森
田　

久
勝　

氏

▽
天
川
村
大
字
庵
住
二
〇
三
番
地

　

澤
村　

貞
一　

氏

　

以
上
の
四
名
の
方
々
が
議
会
よ
り
推
薦
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
第
二
回
天
川
村
議
会
臨
時

会
が
、
八
月
四
日
に
招
集
さ
れ
開
会
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
期
に
つ
い
て
は
八
月
四
日
の
一
日
間
と

定
め
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

可
決
事
項

～
補
正
予
算
に
つ
い
て
～

◇�
平
成
26
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

▽�
二
四
，
七
九
二
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二
，
五
一
二
，
三
四
〇
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

奈
良
県
警
察
で
は
、
本
部
や
各
警
察
署
に

「
ナ
ポ
く
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し

て
、
選
任
の
相
談
員
が
犯
罪
等
に
よ
る
被
害

の
未
然
防
止
に
関
す
る
相
談
、
安
全
と
平
穏

に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
問
題
の
解
決

に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
部
相
談
電
話

　

プ
ッ
シ
ュ
回
線
♯
９
１
１
０

平
成
二
十
六
年
第
一
回
臨
時
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

平
成
二
十
六
年
第
二
回
臨
時
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

�

平
成
26
年
度

　

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

�

９
月
11
日
は

　

「
警
察
相
談
の
日
」

お
し
ら
せ

　

☎
０
７
４
２
︱
23
︱
１
１
０
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２
︱
24
︱
０
８
７
４

　

吉
野
警
察
署
相
談
電
話

　

☎
０
７
４
７
︱
53
︱
０
１
１
０



1�

I N F O R M A T I O N

日
時　
平
成
26
年
10
月
25
日
・
26
日

　

９
時
～
17
時
（
2
日
間
の
受
講
が
必
要
）

場
所　
奈
良
県
消
防
学
校

　

宇
陀
市
榛
原
下
井
足
17
︱
２

定
期
講
習

１
回
目

日
時　
平
成
26
年
11
月
６
日

　
　
　
　
　
　
　

９
時
～
12
時

場
所　
奈
良
市
防
災
セ
ン
タ
ー

　

奈
良
市
八
条
５
丁
目
４
０
４
︱
１

２
回
目

日
時　
平
成
26
年
11
月
７
日

　
　
　
　
　
　
　

９
時
～
12
時

場
所　
か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク

　

橿
原
市
東
竹
田
町
２
２
４
︱
１

申
込
期
間

　

平
成
26
年
10
月
８
日
ま
で

　

８
時
30
分
～
17
時
00
分
（
平
日
）

受
講
料　
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
別
）

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合　

下
市
消
防
署

　

☎
０
７
４
７
︱
52
︱
２
２
９
９

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
高
齢
者
や
障
害
者
に
対

す
る
い
じ
め
や
、
嫌
が
ら
せ
、
虐
待
な
ど
の

人
権
侵
害
が
起
き
て
い
る
の
で
は
・
・
・
と

思
う
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

法
務
省
の
人
権
機
関
で
は
、
一
人
一
人
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
皆

さ
ん
が
毎
日
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
出
来

る
様
、
高
齢
者
及
び
障
害
者
の
人
権
に
関
わ

る
様
々
な
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
の
で
お
気
軽
に

ご
利
用
下
さ
い
。

日�
時　
平
日　

平
成
26
年
９
月
８
日
（
月
）

か
ら
同
年
９
月
12
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

休�

日　
平
成
26
年
９
月
13
日
（
土
）
・

　

９
月
14
日
（
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

�

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」

　

☎
０
５
７
０
︱
０
０
３
︱
１
１
０

　

※�

お
掛
け
に
な
っ
た
場
所
の
最
寄
の
法
務

局
・
地
方
法
務
局
に
繋
が
り
ま
す
。

　

※�

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
は
使
用
可
。
Ｉ
Ｐ

電
話
使
用
不
可
。

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員

お
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
良
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
７
４
２
︱
23
︱
５
４
５
７
）

　

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
で
す
。

　

奈
良
県
で
は
、
こ
の
日
に
最
も
近
い
週
末

に
県
内
の
４
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
下
水

道
施
設
の
見
学
会
及
び
楽
し
い
お
子
様
向
け

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

内
容

　

下
水
道
施
設
見
学

　
～
下
水
道
っ
て
な
あ
に�

～

日
時　
９
月
６
日（
土
）
～
９
月
７
日（
日
）

　

10
時
～
16
時
（
受
付
は
15
時
ま
で
）

内�

容　
県
内
の
４
つ
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

下
水
道
施
設
の
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

　

�　
ま
た
、
当
日
は
、
金
魚
す
く
い
、
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
等

の
子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
ま
す
。
と

も
に
参
加
は
無
料
で
す
。
受
付
は
当
日

現
地
に
て
行
い
ま
す
。

　

�　
お
子
様
向
け
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
各

浄
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
・
吉
野
川

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
お
子
様
イ
ベ
ン
ト
は
９

月
７
日(

日)

の
み
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

団
体
で
の
ご
参
加
の
場
合
は
前
日
ま
で
に

ご
連
絡
願
い
ま
す
。

場
所

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
（
大
和
郡
山
市
）

　

☎
０
７
４
３
︱
56
︱
２
８
３
０

　

第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
広
陵
町
）

　

☎
０
７
４
５
︱
56
︱
３
４
０
０

　

宇
陀
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
宇
陀
市
）

　

☎
０
７
４
５
︱
82
︱
５
７
２
５

　

吉
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
五
條
市
）

　

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
８
６
３
１

日
程
：
９
月
７
日
（
日
）
午
後
２
時
～
３
時

場
所
：
奈
良
県
医
師
会
館
３
階
講
堂

　

橿
原
市
内
膳
町
5
︱
5
︱
8

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

内�

容
：
講
演
①
「
こ
れ
か
ら
の
医
療
の
め
ざ

す
も
の
」

　

奈
良
県
医
師
会
会
長　

塩
見　

俊
次
先
生

　

講
演
②
「
私
の
人
生
行
路
」

　

�

華
厳
宗
大
本
山
東
大
寺　

第
２
１
１
代
別
当

　

狹
川　

宗
玄　

長
老

参
加
費
：
無
料

主
催
：
奈
良
県
医
師
会

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
医
師
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

　

�

当
日
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
が
、
準
備
の
都

合
上
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
事
前
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　

�

な
お
、
申
込
み
用
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
紙
は
健
康

福
祉
課
窓
口
に
て
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

　

�

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化

週
間
の
実
施
に
つ
い
て

　
�

患
者
等
搬
送
乗
務
員
講
習
の

　

案
内　

基
礎
講
習

　

�

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
で
す

　

�

平
成
26
年
度
奈
良
県
医
師
会

　

公
開
講
座
『
人
生
観
と
医
療
』

　

開
催
の
ご
案
内
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お し ら せ

　

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
と
い
う
細
菌
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
食

中
毒
は
、
近
年
発
生
件
数
の
最
も
多
い
食
中

毒
で
あ
り
、
患
者
数
で
も
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

続
い
て
２
番
目
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
は
、
ニ
ワ
ト
リ
や
ウ

シ
、
ブ
タ
等
家
畜
の
腸
管
内
に
普
通
に
存
在

し
て
い
ま
す
。
こ
の
細
菌
が
付
着
し
た
肉
を

生
や
加
熱
不
十
分
で
食
べ
る
と
感
染
し
、
菌

量
は
少
量
で
も
感
染
が
成
立
し
ま
す
。
潜
伏

期
間
は
２
～
５
日
と
や
や
長
く
、
症
状
は
下

痢
、
腹
痛
、
発
熱
、
悪
心
、
嘔
吐
、
血
便
、

頭
痛
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
死
亡
例
や
重
篤
例

は
ま
れ
で
す
が
、
こ
ど
も
や
高
齢
者
で
抵
抗

力
の
弱
い
人
で
は
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ま
れ
で
す
が
、
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ
ー
に
感
染
し
た
数
週
間
後
に
手
足
の
脱

力
や
顔
面
神
経
麻
痺
、
重
症
例
で
は
呼
吸
障

害
や
死
亡
例
も
あ
る
ギ
ラ
ン
・
バ
レ
ー
症
候

群
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
予
防
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
を
生
き
た
状
態
で
摂
食

し
な
い
こ
と
と
、
家
族
ま
た
は
そ
の
他
の
人

へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

①�

生
肉
（
ト
リ
刺
し
や
生
レ
バ
ー
等
）
を

食
べ
な
い
。
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
が
付

着
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
っ

て
新
鮮
な
ら
安
全
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

②�

十
分
に
火
を
通
す
。
特
に
鶏
肉
は
付
着

率
が
高
く
注
意
が
必
要
で
す
。

　

③
肉
と
他
の
食
品
と
の
接
触
を
防
ぐ

　

④
肉
を
触
っ
た
後
は
す
ぐ
に
手
を
洗
う

　

⑤�

ま
な
板
や
包
丁
な
ど
は
熱
湯
消
毒
と
乾

燥
を
行
う
、
等
で
す
。

奈
良
県
医
師
会

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

９
月
４
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

９
月
９
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

予
約
不
要

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

（
内
科
部
会
）

　

９
月
25
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

場�

所　
奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階　

県
民
健

康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら

北
へ
徒
歩
７
分
）

連
絡
先　
〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

　
・
微
熱
が
２
週
間
以
上
続
く

　
・
せ
き
が
２
週
間
以
上
続
く

　
・
急
に
体
重
が
減
っ
た

　
・
か
ら
だ
が
だ
る
い

　

こ
ん
な
症
状
が
続
い
た
ら
、
結
核
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
結
核
を
疑
わ
せ
る
症
状
が
あ
る

時
は
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
野
保
健
所
健
康
増
進
課
感
染
症
係

　

☎
０
７
４
７
︱
64
︱
８
１
３
２

　

奈
良
県
で
は
、
石
綿
健
康
リ
ス
ク
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
調
査
は
、
石
綿
ば
く
露
の
状
況
の
違

い
な
ど
に
よ
る
石
綿
関
連
所
見
や
石
綿
関
連

疾
患
の
発
生
状
況
の
比
較
等
を
行
い
、
今
後

の
健
康
管
理
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
の

知
見
を
収
集
す
る
も
の
で
す
。
予
約
制
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
吉
野
保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
、
お

申
込
み
下
さ
い
。

対�

象
：
一
般
環
境
を
経
由
し
た
石
綿
ば
く
露

の
可
能
性
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
方
。

　

①�

平
成
元
年
以
前
に
県
内
居
住
歴
の
あ
る

方
。

　

②�

平
成
26
年
度
の
調
査
に
協
力
で
き
る

方
。

　

③�

石
綿
健
康
管
理
手
帳
を
取
得
し
て
い
な

い
方
。

　

※�

平
成
22
年
度
～
平
成
25
年
度
に
当
調
査

に
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
別
途
奈
良
県

か
ら
案
内
が
届
き
ま
す
。

内
容　
問
診
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
、
Ｃ
Ｔ
検
査

参
加
費　
無
料　

※
予
約
制

受
付
期
限　
平
成
26
年
10
月
31
日

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
野
保
健
所

　

☎
０
７
４
７
︱
52
︱
０
５
５
１

予
約
必
要

予
約
必
要

　

�
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会
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行
な
う
健
康
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談
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お
知
ら
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ピ
ロ
バ
ク
タ
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食
中

毒
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予
防
し
ま
し
ょ
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９
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日
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９
月
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は
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結
核
予
防
週
間
で
す
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第
２
期
石
綿
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健
康
リ
ス
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調
査
の
お
願
い

地域福祉ボランティア基金
金、９６，５７５円

元ぼちぼちやろうかい  様

ありがとうございました
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　夏休みに入ってすぐの７月18日～19日、『自立心を育て、友だちと協力する力を身につける。』
『園外へ出かけ、自然や地域の人と親しむ。』をねらいに、毎年恒例の年長組のお泊り保育を実施し
ました。お泊り保育のスタートは、自分たちで育てたじゃが芋、人参を使ってのカレーライスの仕込
みです。そして、手作りのおにぎり弁当を作って川へレッツゴー！

　庵住の川原では、お弁当を食べ、ア
マゴのつかみ取りをしました。すばや
く泳ぐアマゴを捕まえるのは大変でし
たが、みんな必死に頑張りました。

　川遊びやスイカ割り、天川の自然の
中で夏を存分に楽しみました。
　夜は、園庭でお祭りごっこや花火大
会。楽しい思い出がたくさんできたお
泊り保育でした。役員や地域の皆様、
ご協力ありがとうございました。

幼稚園だより

お泊り保育

よーし！捕まえるぞ！アマゴゲットだぜ！

玉ねぎってむいていたら目が痛くなるね～
手を切らないように猫の手にして・・・

楽しかったね！　今夜はどんな夢をみるのかな？



村のうごき

７月のごみ収集状況
燃焼 不燃
資源 粗大
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The river of heaven

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。

古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

人口　1,588人（＋２）� 男　743人（－１）� 女　845人（＋３）� 世帯数　717戸（±０）

41.80トン�　前月比：136.69％　�前年同月比：092.70％

「天川人」で取材をさせていただく方を募集しています。自薦・他薦を問いませんので、役場広報係までご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役場　広報係　☎63−０３２１

04.78トン�　前月比：203.40％　�前年同月比：122.88％

07.45トン�　前月比：108.28％　�前年同月比： 98.33％ 02.13トン�　前月比：105.97％　�前年同月比：121.02％

　
近
年
、
猟
師
の
激
減
の
影
響
も
あ
り
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
や

環
境
破
壊
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
村
内
に
お
い
て
も
、
弥
山
の

オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
等
の
貴
重
な
植
物
へ
の
食
害
や
農
作
物
へ
の
被
害
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
の
天
川
人
で
は
、
猟
友

会
会
長
の
福
西
賢
二
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

天
川
村
猟
友
会
会
長

福ふ
く　

西に
し　

賢け
ん　

二じ 

さ
ん

狩
猟
を
始
め
た
き
っ
か
け

　

き
っ
か
け
は
子
供
の
頃
か
ら
鉄
砲
に
興
味
が
あ
っ
た
事
で
、
ク
レ
ー
射
撃
や
鳥
打
ち
か
ら
始
め
て
い
っ
た
。
鉄
砲
は
所
持
し

て
い
た
が
、
狩
猟
登
録
を
せ
ず
、
狩
猟
を
行
わ
な
い
時
期
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
天
川
の
一
番
の
観
光
資
源
で
あ
る
天
の
川
に

有
害
鳥
獣
の
カ
ワ
ウ
や
ア
オ
サ
ギ
が
増
加
し
、
ア
ユ
、
ア
マ
ゴ
が
食
い
荒
ら
さ
れ
魚
釣
り
が
で
き
な
く
な
る
危
機
感
と
、
私
自

身
漁
協
組
合
の
理
事
で
川
が
好
き
だ
っ
た
た
め
、
狩
猟
を
再
開
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

村
内
の
獣
害
に
つ
い
て

　

村
内
で
は
、
猿
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が
多
い
。
囲
い
を
す
れ
ば
鹿
の
被
害
は
あ
る
程
度
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
が
、
猿
は
学

習
能
力
が
高
く
ど
ん
な
場
所
に
も
侵
入
し
て
く
る
。
ま
た
、
人
の
足
音
、
車
の
音
も
聞
き
分
け
、
う
ま
く
逃
げ
て
し
ま
う
事

と
、
集
落
で
は
、
猟
銃
を
使
用
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
と
い
う
条
件
か
ら
、
余

程
の
偶
然
が
重
な
ら
な
い
限
り
猿
の
駆
除
は
難
し
い
。
し
か
し
、
猿
だ
け
で
は
な

く
鹿
等
も
野
放
し
に
し
て
お
く
と
、
結
局
は
畑
の
作
物
が
食
い
荒
ら
さ
れ
て
し
ま

う
。
そ
れ
故
少
し
で
も
有
害
鳥
獣
捕
獲
を
増
や
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

猟
友
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

猟
友
会
の
活
動
と
し
て
は
、
弥
山
等
の
大
峰
山
脈
の
鹿
の
駆
除
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
今
年
は
例
年
よ
り
１
ヶ
月
早
め
の
８
月
頃
か
ら
駆
除
を
始
め
た
。
ま
た
、

今
ま
で
八
経
ヶ
岳
周
辺
を
中
心
に
行
っ
て
い
た
活
動
範
囲
も
行
者
還
方
面
ま
で
の

広
範
囲
に
す
る
事
で
道
中
の
鹿
を
徹
底
的
に
駆
除
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、
猟
師
の
先
輩
方
の
知
恵
と
経
験
を
参
考
と
し
て
、
天
川
独
自
の
駆
除

対
策
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

弥山での鹿の駆除活動（Ｈ25）

★村長車運転・所属長の指示する業務　　★採用予定人数　１人
★採用期間：平成26年10月１日から平成27年３月31日（半年更新）
★受験資格：平成26年９月１日現在　60歳未満　・普通自動車運転免許取得者
★試 験 日：平成26年９月19日（金）
★申込受付期間：平成26年９月１日（月）から平成26年９月12日（金）17時まで
　「天川村臨時職員採用申込書（写真添付）」を天川村役場　総務課へ持参または、郵送してください。
　　土曜日及び日・祝日には受付ができませんので御了承ください。
★問い合わせ先：天川村役場　総務課　☎６３−０３２１

臨時職員（村長車運転手）募集のお知らせ


